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1主 題設定の理由

第15期 中 央 教 育 審議 会 は7月19日 の 答 申の 中 で 、 「これ か らの 子 供 た ち に必 要 とな るの は 、

い か に社 会 が 変 化 しよ う と、 自分 で 課 題 を み つ け、 自 ら学 び 、 自 ら考 え 、 主体 的 に判 断 し、行

動 し、 よ りよ く問 題 を 解 決 す る資 質 や 能 力 で あ り、 ま た、 自 らを律 しっ っ 、 他 人 と と もに、 協

調 し、 他 人 を 思 いや る心 や 感 動 す る心 な ど、 豊 か な人 間 性 で あ る」 と述 べ て い る。

これ まで 、 教 育 研 究 員 音 楽 部 会 で は、 情 操 豊 か な人 間 を育 成 す るた め に は、 音 楽 を愛 好 す る

心 情 の育 成 が 重 要 で あ る と考 え、 様 々 な指 導 内 容 の研 究 、 指 導 方 法 の開 発 を進 めて き た。 これ

らの研 究 は大 き く分 けて2っ の方 向 か ら進 め られ て き た。

1合 唱 や合 奏 な ど、 集 団 に よ る表 現 活 動 を で きる だ け多 く体 験 さ せ、 表 現 す る こ との技 術

を高 あ る こ とを 中心 と し、 表 現 の持 つ 充 実 感 を味 わ わせ る。 ま た、 友 達 と協 力 し合 い一 つ

の こ とを成 し遂 げ た成 就 感 な ど、 表 現 活 動 か ら派 生 す るさ ま ざ ま な要 素 に よ り、 生 徒 の感

情 に う った え か け る こ とで情 操 を豊 か に す る。

2音 楽 を構 成 す る各 種 要 素(音 高 、 リズ ム)ま た は、 楽 譜 を理 解 す る と と もに 、 音 楽 の概

念 を総 合 的 に認 識 す る力 を 高 め る こ と を重 視 す る。(即 興 表 現 や 新 しい鑑 賞 指 導 の 試 み

な ど)。

前 者 は表 現 活 動 を充 実 させ る こ と に重 きを 置 いた研 究 で あ り、 活 動 す る こ と 自体 が 目的 とな

る傾 向 が あ る。 しか し、楽 し く、 生 き生 き と、表 現 に取 り組 む な ど生 徒 た ちの情 意 に迫 る指 導

で 、 前 出 の第 一 次答 申 の後 半 の 部分(他 人 と と もに、 以 下)の 実 現 の た め に効 果 が あ る もの と

考 え られ る。

後 者 は表 現 活 動 を体 験 す る こ と に比 べ て 、 生徒 が 自 ら課 題 を 考 え るな ど、音 楽 を理 解 した り、

感 じ取 った りす る こ とに 重 きを 置 き、 知 的 な 理解 に重点 を 置 いた もの と考 え られ る。 ま た、 一

人 一 人 の 個性 や 感 じ方 を 伸 ば す こ と を重 視 して い る。 この よ うな 認 知 面 か らの音 楽 の授 業 の検

討 は、 第 一 次 答 申 の前 半 の 部 分(自 分 で 課 題 を み っ け、 以 下)と 深 い関 わ りが あ る もの と考 え

る。 いず れ も情 操 を 豊 か にす る と い う音 楽 科 の究 極 的 な 目標 を 目指 した もの で あ り、 音 楽 科 の

目標 を達 成 す るた め に不 可 欠 で あ る。 しか し、 教 師 が 日常 的 に この2つ の方 向 を見 通 して、 十

分 授 業 改善 に努 め て い るで あ ろ うか 。 現 状 は様 々 な理 由 か ら不 十 分 で あ る と 言わ ざ るを得 な い。

今年 度 の教 育 研 究 員 音 楽 部 会 一 同 は、 中 学 校 音 楽 科 の本 来 の 目標 で あ る豊 か な情 報 を 育成 す

るた め に は情 意 面 、 認 知 面 、 両 面 のバ ラ ンス の とれ た指 導 が 必 要 で あ る と考 え た。 この ため に、

生 徒 一 人 一 人 に考 え させ る こ とに重 点 を置 き、 教 師 が 授 業 で生 徒 の諸 能 力 の どの 部分 を 、 い か

に 高 め て い くか 、 ま た、 音 楽 の授 業 を通 じて 、 人 間 と して 生 徒 を、 い か に 育 て て行 くべ きな の

か、 と い う最 も基 本 に 、Zち返 る必 要 が あ る こと を実 感 した。 この た め、 音楽 に よ って 生 徒 一 人

一 人 が 自 ら 「生 き る力 」 を育 て て い く こ とを重 視 し
、 「生 徒 一 人一 人 が 課 題 を 見 っ け 、 考 え る

力 を 伸 ば し、 豊か な感 性 を育 て る指 導 の在 り方 」 とい う課 題 を設 定 した。 あ くまで も、 生徒 が

一L体で あ る こ とが 本 年 度 の研 究 の 主眼 で あ る。 教 師 が各 学 校 に お け る授 業 にお いて 、 生 徒 一 人

一人 が 課 題 を見 つ け られ たか 、 考 え る力 が伸 び た か ど うか 、 」畠寧 に 評価 す る こ とで生 徒 一 人 一

人 の 豊か な感 性 が 育 って い く もの で あ る と考 え る。 この よ う に評価 方 法 を 含 め検 討 す る こ とで

今 年 度 の研 究 主題 の一 層 の定 着 を 図 りた い と考 え る。
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II研 究の経過

【5月 】

研 究 員 総 会 後 、 月例 会 に お いて 各 中 学 校 の指 導 の現 状 と課 題 、 生 徒 の実 態 に つ い て 意 見 を交

換 し、 そ れ に基 づ き今年 度 の 研 究 主 題 につ い て検 討 を始 め た。 そ して、 「生 徒 の 考 え る 力 」 を

伸 ば す こ とを研 究 一k題の 中 心 にお く こと を決 定 した。 ま た、 研 究 に 当 た って は、4っ の領 域 ご

とに進 め る こ と と した。

【6月 】

研 究 主 題 に つ いて 、前 回 の確 認 に加 え て 「感 性 の育 成 」 に っ い て も盛 り込 む必 要 が あ る との

意 見 が 出 され た。 そ こで 中 学 校 の 音楽 科 の 閂標 を踏 ま え、 さ らに検 討 を続 け る こと と した。 ま

た、 領 域 別 に グ ル ー プを 分 け、 各 中学 校 の現 状 を 具体 的 か つ詳 細 に意 見 交 換 し検 討 した。

【7月 】

第15期 中 央 教 育 審 議 会 の第 一 次 答 申 の 内容 を検 討 した。 そ こで 、 音 楽 科 と して 生 徒 一 人 … 人

に 「生 き る力 」 をつ け る必 要 が あ る との 考 え で一 致 した。 そ の 結 果 研 究}{題 を発 展 させ 、 平成

8年 度 の 研 究 主 題 を 「生 徒 一 人一 人 が課 題 を 見 っ け、 考 え る力 を 伸 ば し、 豊 か な感 性 を 育 て る

指導 の 在 り方 」 と した。 ま た、 御 岳研 究 集 会 に備 え て 以 下 の研 究 方 針 を確 認 した。

・ 各 学 校 か ら報 告 さ れ た音 楽 の授 業 に お いて の 指 導 上 の問 題 点 を明 確 にす るた め に、 各 学

校 にお け る年 間 指 導 計 画 を グル ー プで 検 討 す る。

・ グ ル ー プ ご とに、 歌 唱、 器 楽 、鑑 賞 、 創 作 それ ぞ れ の基 本 的 な課 題 を抽 出 し、 そ の 解 決

に向 けて の指 導 案 を作 成 す る。

・ 指 導 の工 夫 を具 体 化 す る と と もに、 仮 説 を設 定 す る。

・ 学 習 指 導 要 領 に基 づ い た 研 究 で あ る こ とを確 認 す る。

【8月 ・御 岳研 究 集 会 】

各 研 究 員 の持 ち寄 った年 間 指 導 計 画 、 学 習 指 導 案 を も とに報 告 書 の 作成 に向 けて の 分 担 、 各

グル ー プ ご とに 課題 を焦 点 化 を 目指 した。 そ の結 果 っ ぎの新 た な課 題 が 出 て きた。

・ 合 唱 や 合奏 な ど、一 斉 指 導 に お い て、 どの よ うに生 徒 一 人 一 人 に 課 題 意 識 を もた せ考 え

させ る こ とが で き るか 。

・ 生 徒 一 人一 人 の 課 題 の 解 決 に 向 け教 師 が どれ だ け 支援 し評価 す る こ とが で き る か。

この よ うに 音楽 科 の 最 も基 本 に か か わ る課 題 が検 討 され た。

【9月 】

御 岳 研 究 集 会 の 成 果 を もと に、 指 導 法 の工 夫 の さ らな る具体 化 に向 け協 議 を 深 め た。 報 告書

の 作成 を念 頭 に お いて ま と め方 に つ い て協 議 を進 め た。

【10月】 【11月 】

各学 校 で実 証 授 業 を行 い検 討 す るな ど主 に グル ー プ別 に臨 時定 例会 を 開 き、 詳細 な検 討 に人 っ

た。 ま た、最 終 的 な原 稿 の推 敲 と提 出。 ま た 今後 、発 表 会 を 念 頭 に置 いて 検 討 を進 め る こ とを

確 認 した。
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皿 研究の内容

本 年 度 の研 究 員 一 同 で 各 学 校 に お け る実 践 を話 し合 った結 果 、 各 領 域 で は様 々 な報 告 が な さ

れ た。 以 下 は そ の内 容 で あ る。

1器 楽

(1)現 状 と問題 点

ア 現 状

・授 業 の器 楽 指 導 で は、使 用 す る楽 器 に制 限 が あ る。 主 に ア ル トリ コ ー ダー 、 打 楽 器 、

キ ー ボー ドな どが使 わ れ る。

・アル トリコー ダ ーが 中心 とな る ことが 多 い が、 楽 器 の奏 法 の習 熟 に時 間 が か か る。

・多 くの生 徒 は楽 器 に興 味 を 持 って い るが 、 リコー ダー に関 心 を示 さ な い生 徒 も い る。

・技 術 、 技能 を 身 に付 け る こと が 中心 に な りや す い。

・生 徒 は ス ロ ー テ ンポ な曲 よ りア ップ テ ンポ の 曲 を好 む傾 向 が あ る。

・音 楽 の好 み が 多 様 化 して い る。

・音 楽 経 験 に よ り、 興 味 、 関 心 、 能 力 に差 が あ る。

イ 問 題 点

・ リコー ダー だ け で な く、 様 々 な 国 や地 域 の 音 楽 、 楽 器 に で き るだ け多 く触 れ る機 会 を

つ く って い く必 要 が あ るが不 十 分 で あ る。

・多 くの生 徒 は楽 器 に興 味 を持 って い る。 しか し、 学 校 の 授 業 で は数 や 種 類 に限 界 が あ

るた め生 徒 の望 ん で い る楽 器 に十 分 に触 れ させ た り、 演 奏 させ た りす る場面 が少 ない。

また 時 間 的 な 面 か ら見 て も、 合 唱 コ ンク ー ル な ど の学 校 行 事 と の関 連 もあ り、 楽 器

に取 り組 ませ る時 間 を 十 分 に取 る こ とが で きな い。 ま た、 実 施 に あ た って は技 術 指 導

が 中 心 にな りや す い。

・教 師 主 導 型 の一 斉 授 業 が 中心 で あ る。

・生 徒 に考 え させ る指 導 の 工夫 が十 分 で な い。

(2)主 題 と領 域 との関 連

様 々 な楽 器 の中 で 、 打 楽 器 は 自由 な発 想 で リズ ムの工 夫 を意 欲 的 に行 わせ る こ とが 可能

で あ る。 そ の理 由 と して、(打 楽 器 の特 徴 と して)以 下の よ うな こ とが 挙 げ られ る。

・比 較 的音 が 出 しや す い。

・音 楽 経 験 や読 譜 力 に左 右 され ず 、 取 り組 み や す い。

・多 様 な種 類 が あ り、 メ ロデ ィー、 リズ ム、 ハ ー モ ニ ーを 演 奏 す る こ とが で き るの で 、

幅広 い 表現 が で き る。

・国 や地 域 、民 族 に よ って 楽 器 の 種 類 や 特 徴 も様 々で 、 表 現 だ けで は な く、 鑑 賞 す る こ

とに よ り、 そ の 国 、地 域 や 民 族 につ いて の理 解 が深 ま り、 国 際理解 へ の第一 歩 とな る。

現状 や 問題 点 は、一 斉授 業 に よ る技 術 の 伝 達 や習 得 が 中心 とな って い る ことであ る。 こ こに、

一 斉 授 業 につ い て い けな い生 徒 を音 楽 嫌 い に させ て きた背 景 が あ る。 しか し、 これ か らは生 徒

一人 一 人 の 個 性
、能 力 に合 わ せ た課 題 を 与 え る必 要 が あ る。 器 楽 の領 域 で は リコー ダー だ け の

指 導 に と ど ま らず 、 多 くの 種 類 の楽 器 に触 れ させ 、 体 験 さ せ る機 会 を与 え た い。 ま た 、 多様 な

一4一



楽 器 の 音 色 の 違 い を感 じ取 らせ た り、 奏 法 や表 現 の垂 夫 を考 え させ て い きた い と考 え る。

特 に打 楽 器 に お いて は、 技 術 的 に初 歩 の段 階 か ら高 度 な もの へ と幅 を 広 げ る こ とが で き る。

ま た数 多 くの 種 類 が あ る ので 、 そ の 中 か ら自分 で楽 器 を選 択 し、 自分 な り に曲 にふ さわ しい表

現 を 考 え て い くこ とが 、 一 人 一 人 が課 題 を見 付 け る こ とに っ な が る と考 え る。

指 導事 例 題 材 名 「ラ テ ン音 楽 の 曲想 を生 か し、 ア ンサ ンブ ル の楽 しみ を 味 わ う」

(第 二 学 年)

1題 材 設 定 の 理 由

器 楽 指 導 の 問 題 点 の一 っ に、 一 斉 授 業 に よ る知 識 や 技 術 の習 得 に重 点 が 置 か れ て い る こ とが

挙 げ られ る。 この た め生 徒 が 音 楽 を嫌 い に な った り、 授 業 にっ いて い け な くな った りす る主 な

原 因 が あ る。 しか し、 多 くの 生 徒 は楽 器 に対 す る強 い興 味 ・関 心 を持 って お り、 これ を生 か し

つ つ、 生 徒 一 人 一 人 の技 術 に合 わ せ た課 題 を設 定 し、 学 習 を進 めて い くよ う工 夫 す る必 要 が あ

る。

器 楽 の領 域 で は、 これ まで リコ ー ダ ーの 指 導 に重 点 が 置 か れ て きた と思 わ れ る。 リコー ダー

の指 導 だ け に と ど ま らず、 で き るだ け多 様 な楽 器 に触 れ させ 、 体 験 させ る機 会 を多 く与 え て い

く必 要 が あ る の で はな い だ ろ うか。

リコー ダー本 来 の良 さを感 じ取 らせ るた め に、 ル ネサ ンス、 バ ロ ック等 の音 楽 に取 り組 ま せ

る こ と も考 え られ るが、 親 しみ や す い と は言 え な い。 今 年 度 の 研 究 員 の テ ー マ を達 成 す るた め

に、 よ り自 由 に伸 び伸 び と演 奏 させ る こ とを 目的 と して 、 ラ テ ン音 楽 を取 りあ げる こ とと した。

題 材 の ラテ ン音 楽 は、 明 る く開放 的 で 、 リズ ムが主 体 で あ る。 生 徒 に と って は親 しみ の もて

る曲 で あ る の で、 指 導 しや す い。 リズ ム も比 較 的簡 単 な もの か ら高 度 な ものへ と、 個 人 の能 力

に応 じて 工夫 で きる。 一 人 一 人 が 自分 の や って み た い 楽 器 を選 択 し、 ア ンサ ンブ ル の 中 で 自分

の 役 割 を 認 識 して 、 自 由 に表 現 す る喜 び を 味 わ わ せ た い と思 う。 また 、 リズ ム の宝 庫 と もい わ

れ て い る ラ テ ン諸 国 の音 楽 に触 れ る こ とに よ り、 広 く世 界 の音 楽 や 民 族 に っ い て 知 る こ と は、

国 際 理 解 に もっ なが る もの と考 え、 本 主 題 を設 定 した。

2指 導 目標

-

り
4

Q
り

4

K
U

3教

(1)

(2)

4指 導 計 画(5時 間扱 い)

第1次(2時 間)

・ 「車 に ゆ られ て」 「テ ィ フ ァナ サ ンバ」 の旋 律 を視 唱 す る。

・ラテ ン音 楽 の ビデ オ を 見 て 、特 徴 を 話 し合 う。

ラ テ ン音 楽 に興 味 を 持 た せ、 軽 快 な ラテ ン リズ ム を 味 わ わ せ る。

グル ー プ練 習 を 通 して、 お互 い協 力 し助 け合 う心 を養 う。

ア ンサ ンブル を通 して、 響 きや表 現 をTL夫 させ る。

発 表 の場 を設 け、 合 奏 を主 体 的 につ く りあ げ る努 力 を さ せ る。

広 く世 界 の 音楽 に触 れ る こ とに よ り、 国 際 理 解 を深 め る。

材

「車 に ゆ られ て」 佐 木 敏 作 詩 メ キ シ コ民 謡

「テ ィ フ ァナ サ ンバ」M.A,ブ ラ ン ド 作 曲
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・リズ ム パ ター ンを利 用 して 、 リズ ム打 ち の練 習 を す る。

・ラテ ン楽 器 の奏 法 を学 ぶ 。

第2次(3時 間)本 時

・ソプ ラ ノ リコー ダ ー、 ア ル ト リコー ダー の運 指 を確 認 し、 パ ー ト練 習 をす る。

・グル ー プ編 成 を行 い、 担 当す る楽 器 を決 め る。

・グル ー プ ご とに、'曲想 や リズ ム を工 夫 して練 習 す る。

・中 間発 表 を し、 相 互 評価 をす る。

・中 間発 表 を も とに、 さ らに曲 に ふ さ わ しい表 現 を工 夫 す る。

・グル ー プ発 表 を行 い、 相 互 評 価 を学 習 カ ー ドに記 入 す る。

5評 価 計 画

第1次

・ラテ ン音 楽 を興 味深 く聴 く こ とが で きた か。

・ 「車 に ゆ られ て」 「テ ィフ ァナ サ ンバ 」 の 曲 の特 徴 をつ か み 、 ふ さわ しい表 現 を 工 夫

しよ う と した か。

・リズ ムパ ター ンを 曲 の 中 に生 か す工 夫 が で きた か。

・ラテ ン楽器 の奏 法 を理 解 し、 楽 しん で演 奏 で きた か。

第2次

・自分 の役 割 を認 識 し、 友 達 と協 力 して演 奏 で きた か。

・楽 器 の組 み 合 わ せ や表 現 上 の効 果 を考 え て工 夫 した か。

・他 の グル ー プの 良 い点 を発 見 し よ う と した か。

6学 習 指 導 の展 開

(1)第2次(2時 間 目)の 目標

・サ ンバ の基 本 リズ ムパ ター ンを理 解 し、 さ らに 工夫 させ る。

・ア ンサ ンブ ルを通 し、 相 互 に協 力 し合 い、 楽 し く演 奏 させ る。

・楽 器 の組 み 合 わ せ や表 現 の工 夫 を させ る。

・他 の グル ー プ の良 い点 を発 見 させ る。

② 展 開

導

入

指 導 内 容

○発声練習

O前 時の復習

学 習 活 動

0音 楽係 の指示 で、 メ トロノー ムを用 いて ブ

レスコン トロールを行 う。

○ 「ハイハ イハイ」 で発声練習。

O「 テ ィファナ サ ンバ」 の旋律 を歌 う。

0サ ンバの基本 リズムパ ター ンの練 習。

2 7♪y

一一 『 　一一 　一 一†羽

2rメ

PJ長 ヨ

指導上の留意点

0ブ レスを意識 させ る。

○音程 に注 意 させ る。

0リ ズムを感 じて歌 うこと

がで きたか確認 させ る。

0片 手打 ち、両手打 ちなど、

リズムの取 り方 について

助言 す る。
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ま
と
め

○ リズムの組み合わ

せと表現の工夫

〈サ ンバ リ ズ ム パ

タ ー ンの 一 例 〉

○ グルー プに分かれ、サ ンバの基本 リズムに、

い ろい ろな リズムを重ね、 自分た ちで リズム

パ ター ンを作 る。

○ い くっかの リズムパ ター

ンを示 し、参考 にさせ る。

○楽器 を使 った リズ ○担 当楽器 ごとに分 かれ 「テ ィファナ

ム練習 バ」 の練習 をす る。

0ア ンサ ンブルの練 ○各 グループに分 かれ 「ティファナ

習 の練習 をす る。

0ア ンサ ンブルを しなが ら、 楽器の組み合 わ

せや、表現 の工 夫をす る。

・リズムの組 み合わせの工夫

・楽器 の組 み合わせの工夫

・音量 のバ ラ ンスの工夫

・音量(強 弱)・ 速度の変化 の工夫

0グ ループごとの中 ○中間発表を し、演奏を聴いて相互評価をす

間発表 る。

○ まとめと次時の予

告

○ グループで練習 のまとめを し、 よ り良 い演

奏 をす るためにどのよ うな工夫 が必 要か話 し

合 い、次時 の発表 の準備 をす る。

○打楽器の正 しい演奏方法

について助言する。

○バ ランスを考えて演奏す

るよ うに助言す る。

○ リズムや旋律の担当楽器

を変えて も良いことを指

示 し、各種の楽器を使い

ながらより効果的な演奏

をするように助言する。

○他 の グループの演奏 を聴

いて、 表現 が工夫 されて

い るところを聴 き取 るよ

うに助 言す る。

i
-L-一
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7ま とめ

器 楽 領 域 で は、 ラテ ン楽 器 を加 えて グ ル ー プ ア ンサ ンブ ル の授 業 形 態 を と った。 実 証 授 業

の ア ンサ ンブ ル の発 表 を通 して 、 生 徒 の明 らか に変 化 して き た点 は、 これ ま で音 楽 の授 業 で

目立 た な か った生 徒 が ギ ター や ラテ ンパ ー カ ッ シ ョンに強 い興 味 を示 し、 積 極 的 に演 奏 に参

加 しよ う とす る意 欲 が み られ た こ とで あ る。

ま た、 グル ー プ練 習 を通 して、 生 徒 一 人 一 人 が リズム を工 夫 した り、 他 の生 徒 の演 奏 に 集

中 す る姿 が み られ た。 ま た、 他 の グル ー プ の良 い点 を積 極 的 に取 り入 れ よ う とす る姿勢 もみ

られ た。

この結 果 、 日常 的 に何 気 な く耳 に して い る リズ ムや音 が 実 は、 サ ンバ や マ ンボで 使 わ れ て

いた と い う こ とを 知 り、 ラ テ ン諸 国 の 音 楽 を 身近 に感 じる こ とが 出 来 た 。 また 、 これ を 機 会

に ラ テ ン諸 国 の 文 化 や 歴 史 に対 して 興 味 を もっ た り、 卒 業 後 も長 く音 楽 に親 しん で も らい た

い と考 え る。

又年 老鯛 夢碧爵1挨力'ド

ユ、担 当癬 嗣,吻 ・.1

2.紛 棟 数 工火し緯1才

何さ・すρ、.

一藝 ÷

P㊤κ:浩 認,

P巳剛11iご1?}
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PercIV(YIOet)
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2創 作`ガ

(1)現 状 と問 題 点

研 究 に先 立 って、 創 作 領 域 の指 導 に つ いて 各 学 校 の実 状 を意 見 交 換 したが 、 今 年 度 の 研

究 員 は、 ほ とん ど この分 野 を授 業 で取 り上 げて い な い こ とが分 か った。 以 下 は そ の理 由 で

あ る。

① 表現 領 域 の 「歌 唱 」 「器 楽」 及 び鑑 賞 領 域 に授 業 時 間 の 多 くを 費 や して い る。

② 教 師 が 創 作 領 域 の 指 導 内 容 、 指 導 方 法 につ いて 十 分 理 解 して い な い。

創 作 領 域 を 担 当 す る グ ル ー プで 検 討 した結 果 、 創 作 指 導 を充 実 す る こ と に よ り、生 徒

の表 現 活 動 が 、 よ り豊 か に な る の で は な い か。 また 鑑 賞 指 導 にお いて もよ り深 い指 導 を

進 め る こ とが で き るの で は な いか と考 え、 さ らに検 討 を進 め た。

② 主 題 と領 域 との 関連

創 作 活 動 は生 徒 一 人 一 人 が個 々 の 能 力 に応 じて課 題 を見 付 けや す い。 っ ま り、 一 人 一 人

の ペ ー スを生 か して と り組 ませ る こ とが で きる。 この こ と は次 の 利点 が あ る。

① 表 現 と比 べ て、 生 徒 一 人 一一人 の 演 奏 技 術 に直 接 左 右 され ず課 題 を設 定 す る こ とが で き

る。

② 一 斉 指 導 の形 態 に お ち い りや す い 表 現 活 動 に比 べ て、 教 師 が一 人 一一人 の 活 動 を 把 握 、

支 援 しやす い。

つ ま り、 生 徒 が 活 動 をす る こ とに よ って お の ず か ら新 しい発 見 を す る。 そ の 発 見 に は

他 の 領 域 の学 習 の 基 礎 とな る部分 も含 まれ て い る だ ろ う。 っ ま り、 創 作 指 導 を す る こ と

で 、 生 徒 の 他 の 領 域 に お け る諸 能 力 や 課題 解 決 を 進 め る力 を伸 ばす こ とにな る と考 え る。

創 作 活 動 に よ り、 生 徒 は 音楽 的 知 識 の 多少 に か か わ らず 自分 の ア イ デ ア を生 か し、 表

現 しな が ら、 さ ま ざ ま な工 夫 を し、 そ れ を発 展 させ て い くこ とが で きる。 また、 その時 、

微 妙 な 音色 の変 化 や テ ンポの 揺 れ が 音楽 を よ り興 味 深 い もの にす る こと に気 が付 くで あ

ろ う。 この よ うな 指 導 を通 して 、 注 意 深 く音 楽 を聴 く習慣 が 身 に付 き、 感 性 の 育成 へ の

第 一一歩 とな る もの と考 え る。 また 、 自分 の ア イ デ アを他 の生 徒 に認 めて も ら う こ と も音

楽 を 表現 す る喜 び を さ らに深 い もの とす る と考 え る。

歌 唱 、 器 楽 の指 導 で は、 まず 楽 譜 を再 現 す る こ とに よ って 、 感 動 を 見 つ け る段 階 が あ

る。 さ らに進 む と、 再 現 す る こ と に生 徒 一 人 一 人 の個 性 が盛 り込 ま れ る こ と に よ って 、

よ り豊か な表 現 とな る。 この 時 、 演 奏 す る生 徒 も聴 き手 も、 よ り深 い感 動 を 共 有 す る こ

とが で きる。 創 作 指 導 は、 一一斉 指導 の 形 態 を取 る こ とが多 い表 現 に比 べ て 、 個 人 の発 想

を 生 か しや す く、 教 師 が指 導 法 を工 夫 す る こ と に よ り、 歌 唱 や 器楽 が 苫 手な 生 徒 の 音楽

に対 す る意 欲 を 引 き{す こ とが で き る もの と考 え る。

ま た、 歌 唱 、 器 楽 いず れ も充 実 した 表現 を す る た め に は、 あ る程 度 の技 術 的 訓練 に時

間 を か け る必 要 が あ る。 しか し普段 の授 業 で 技 術 的 な訓 練 に多 くの時 問 を と る こ と は難

しい。 こ う した制 約 の中 で本 ・1∫例 の ね らい は、 生 徒 一 人 一一人 の楽 曲 の良 さ を 発 見 す る力

を 伸 ば す こ と にあ る。 こ こに創 作 活 動 を も っ と授 業 に取 り入 れ るべ き理 由 が あ る もの と

考 え る。 す な わ ち創 作 活 動 は、 音楽 を 作 るた め の学 習 は もち ろん で あ るが 、 そ れ以 上 に
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冒

他 の領 域(表 現 と鑑 賞)の 良 さ や楽 しさ を分 析 し発 見 し引 き,1;す 力 を伸 ば す 、 っ ま り音

楽 の 総 合 力 をつ け る こ と を 目標 と して い る。 こ う して、 創 作 す る楽 しみ を知 った生 徒 は、

将 来 様 々 な国 ・地 域 の音 楽 の良 さ に気 付 き認 め る幅 広 い 音楽 観 を 身 に付 け る こ とが で き

る と考 え る。 こ こに、 音 楽 科 の 目標 で あ る豊 か な感 性 の 育成 が達成 で きる もの と考 え る。

指導事例 題材名 「リズムを楽 しむ」 (第1学 年)

1題 材 設 定 の 理 由

現 在 の 生 徒 は 日常 の生 活 の な かで 様 々 な種 類 の 音楽 に触 れ て い る。 そ して共 感 で き る歌 詞 は

す ぐ取 り入 れ 自分 の言 葉 と し、 気 に い った メ ロデ ィー は口 ず さみ 、心 地 よ い と感 じた リズ ム に

は体 を動 か して い る。 こ う 」た生 徒 の傾 向 を生 か して、 この 題 材 で は 自分 の ア イデ アを リズ ム

パ タ ー ンと して実 際 に演 奏 し、 そ れ を友 達 の パ タ ー ンと組 み 合 わ せ る こ とで リズ ム の持 っ 楽 し

さを 味 わ わせ る こと を ね らい と した。

2指 導 目標

(1>リ ズ ム を正 確 に演 奏 す る た め の基 本 的 な技 能 を 身 に付 け させ る。

② 自分 で つ く った リズムパ ター ンを演 奏 で き る。

(3)リ ズ ムパ ター ンを組 み合 わ せ て 表現 した 楽 しさを 感 じ取 らせ る。

3教 材

各種打 楽器

4指 導 計 画(2時 間 扱 い)

第1次(1時 間)

(1)既 習 曲 の演 奏 や身 近 な音 楽 の鑑 賞 を通 して ビー トを理 解 させ 感 じさ せ る。

(2)ビ ー トに乗 せ て リズ ム パ ター ンを模 倣 させ る。

(3>簡 単 な リズ ム パ ター ンを 考 え させ 、 グル ー プ内 で 発 表 させ る。

(4)他 の人 のパ ター ンを聴 きそ れ を模 倣 させ る。

(5>グ ル ー プ で リズ ム パ ター ンを組 み 合 わ せ た ア ンサ ン ブル練 習 を さ せ る。

第2次(1時 間)

(1>前 時 の リズ ム バ ター ンの組 み合 わ せ を 確認 させ る。

(2)リ ズ ムパ ター ンを も とに創 作 を し、 い ろ い ろ な打 楽 器 で演 奏 させ る。

(3>曲 の開 始 と終rの パ ター ンを 考 え作 品 に す る。

(4)作nn発 表 を し、 録 音 して聴 き感 想 を述 べ させ る。

5評 価 計 画(評 価 規 準)

第1次

(1)ビ ー トと リズ ム の関 連 に気 付 い た か。

一10一



冒

② 一 定 の速 度 を保 ち、 リズム パ タ ー ンを 模 倣 で きえ か。

(3)リ ズ ム パ ター ンの創 作 に 意欲 的 に と り組 ん で い る か。

(4)他 の人 のパ ター ンをil=.しく聴 き取 り、 自分 のパ ター ン との違 い に気 付 いた か。

(5)グ ル ー プ で 協力 で きた か。

第2次

(1)打 楽 器 の 音色 の組 み合 わ せ を 一L夫 し表 現 しよ うと した か。

(2>作 品 と して の ま とま りをi二夫 した か。

(3)楽 しみ なが ら活 動 で きた か。

6学 習 指 導 の 展 開

(1)第1次 の 目標

① ビー ト1この って リズ ムパ ター ンを模 倣 で き る。

② 新 しい活 動 に興 味 を持 ち、 積 極 的 に と り組 む。

(2>展 開

指導内容

本 寺の学習の力

匡と課題の確認

学 習 活 動

幽一 「 「一 一

指導上の留意点

リズムの演奏

癖 者に合憂 既習曲を扁 する。}一 寸;ト を意識させるためにフ

指揮の手」点 に合わせて手 を打 つ。

歌詞の文字 に合わせて手 を打っ。

身近 な 音楽を聴 き ビー トを打っ。

曲に合わせて簡単 な リズムパ ター ンを打 っ。

1・ ・ 一 ム 鞭 う。

パ ター ンの繰 り返 しの楽 しさを

感 じ取 らせ る。

1

■

-

ビー トとはなにか理解で きたか。 リズムと ビー トの違 いを感 じたか。

リズ ムマ シ ンの ビー トに合わせて教師 の示 した リ

ズムパ ター ンを模倣 す る。

[譜例]

1

2

鵡
教師が示す際 に、強弱 や速度 にi

変化をっ けて注意深 く聴 き取 らi

せ る工夫をす る。

i簡 単な ものか ら徐 々に難 しい も

1の に して い く。

1

3

一--一



リズムの創作

4毛潔 ⊥芋

ビー トか らずれないで模倣 で きたか。

4拍 子で簡単 な リズムを1小 節考 えてみ る。

グループのなかで互 いに発表 しあ う。

代表作 をひ とつ選 び、 グルー プ全員で模倣 し演奏

す る。 巳

あ まり複雑な もの は考え させず

につ くらせ る。

自分の創意 によ りパ ター ンをつ くれたか。他 の人 のパ ター ンを模倣

で きたか。

グループで何人か のパ ター ンを組 み合 わせて演奏

す る。

休符を活用するよう助言する。

何度 も繰 り返 して演奏させ組み

合わせの楽 しさに気付かせる。

創作 に意欲 的に取 り組 んで いたか。 グループで協力 で きたか。

次 時 はパ ター ンの演奏の仕方を工夫 し、 また始 ま

り方 や終わ り方を考え、作品 と して ま とめる こと

を知 る。

(3)第2次 の 目標

① 打 楽 器 の組 み 合 わせ の時 に音 色 の工 夫 が で き る。

② 協 力 して ひ とつ の作 品 を演 奏 で き る。

③ グ ル ー プ ご とに良 い点 や工 夫 した点 に気 付 くこ とが で き る。

(4)展 開

「 指導内容1

本時の学習の方

向 と課題の確認

学習内容を理

前時の リズム

学 習 活 動

前時の リズムパ ター ンを演奏す る。

-隔 鰐 撫
を重.

させ る。 自分の創作 パ ター ンを

確 認 させ る。

リズムパ ター ン

の演 奏練習 ンが くず れないよ うに気 を付 けて、手拍rで 練 習

す る。

リズムパ ター ンを組 み合 わせた時 に 自分 のパ タ■ 何 度 も反復 させ リズムにのるこ1

とを感 じさせ る。
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『

打楽器による演

奏

作品の完成

作品の発表 と評

価

ま とめ

自然 に リズムにの って演奏 で きて いるか。

グループで楽器 を選択 し リズムパ ター ンを演奏 す

る。

リズムパ ター ンの演奏 の途 中に速度 や音色 の変化

をつ ける工夫をす る。曲の始 ま りと終 わ りに適 す

るパ ター ンも同様 に工夫す る。

打楽器の音色の組み合わせに工

夫をさせる。

グループの中で工夫 のアイデ ア

を互 いに交換 し協力 し合 え るよ

う支援す る。

い ろいろな アイデアを持 って いる ことを認 あ合 って いるか。

グループ ごとに発 表 し録 画す る。工夫 した点や良

か った点 など話 し合 い発 表す る。

発表、鑑賞 しやすい雰囲気を作

る。工夫の生かされている点で

生徒が気付かなか ったことを取

りあげる。

グループで協力 し楽 しみなが ら発表 がで きたか。 自分の グル ープの

録画 を見て 自分 たちの良 さを発 見で きたか。

良 いと感 じたグループの工夫 にっいてま とめ る。

また、 自分 のグループの工夫 にっいて自己評価 し

まとめ る。

今後、他の領域 と関係 させて指

導する。

7ま と め

リズ ム につ い て は、 歌 唱 や器 楽 の活 動 の 中 で 常 に指 導 して い るが 、 生 徒 の意 識 の中 で は何 と

な くと らえ て い る だ け で、 読 み と った り書 き取 っ た りす る力 は意 外 に定 着 して い なか った。

リズ ム だ け と りあ げ て学 習 す る こ と は、 指 導 す る側 に と って もあ ま り機 会 が な く蹟 躇 す る面

もあ っ たが 、 今 回 の この研 究 が 一 つ の き っか け とな り新 しい 発 見 が で き た と思 う。

生 徒 に は、 最 初 何 を学 ぶ のか と い う戸 惑 い の姿 勢 もあ った が徐 々 に積 極 的 に な り、 楽 譜 を よ

む こ とや 楽 器 の 演 奏 は苦 手 と い う こ とを忘 れ て アイ デ ァ を 出 し合 った り して いた。 簡 単 な リズ

ムの繰 り返 しで あ って も、 リズ ム本 来 の持 っ 魅 力 が生 徒 た ち に次 第 に理 解 され、 グル ー プで 作

品 が次 第 にで き上 が って い くこ と は、 彼 らに と って本 当 に楽 しい こ とで あ った よ うだ。 これ を

き っか け に、 他 の領 域 に も興 味 ・関心 が 広 が り、 積 極 的 に授 業 に取 り組 ん で も らい た い。

本 事 例 で は、 生 徒 と共 に考 え る こ とで 新 しい発 見 や 喜 び を追 求 で きた。 ま た、 生 徒 の個 性 を

生 か した指 導 の大 切 さを 改 め て 実感 した。

13一
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3鑑 賞 一 町

(i)鑑 賞 指 導 の 現 状 と問 題 点 は以 下 の とお りで あ る。

最 近 の 子 供 た ち は、 感情 を コ ン トロー ル した り、 言 葉 で う ま く表現 した り相 手 に伝 え た

りす る こ とが 苦 手で あ る と い った傾 向 が あ り、 この こ とが 生 徒 の 問題 行 動 につ なが って い

る こと が あ る ので は な いか 。 これ か ら は、 教 師 は鑑 賞 の 指導 で 、 生 徒 が 感 情 を言 葉 で的 確

に表 現 した り、 発 表 した りで き る力 を 育成 して い くこ とが必 要 で あ る と考 え る。 ま た、 鑑

賞 の指 導 は従 来 、 鑑 賞 後 、 感 じた こ とを生 徒 に 感 想 文 と して 書か せ る指 導 が 一般 的 で あ っ

た。 しか し これ か らは音 楽 の聴 き方 を 指 導 す る と と もに、 感 じた こ とを表 現 す る具 体 的 な

方法 を丁 寧 に指 導 す る必 要 が あ る と考 え る。 つ ま り、ri葉 や 文 章 に よ り感 情 を 的確 に表現

で き る能 力 を育 て て い く必 要 が あ る と考 え る。 以 トは問 題 点 を ま とめ た もの で あ る。

・教 師 一1導型 の、 音 楽 の 知 識 を 一 方 的 に教 え込 む画 一一化 した授 業 に な りや す い。

・生 徒 に考 え させ た り、 活 動 させ る場 面 が 設 定 しに くい。

・生 徒 が 受 け身 にな りが ちで あ る。

・生 徒 が 感 じた こと を表 現 す る具 体 的 な 方法 を 指導 す る必 要 が あ る。

以 上 の 課 題 の解 決 に向 け、 指 導 方 法 を工 夫 す る こ とに よ って 、 よ り意 欲 的 に鑑 賞 す る能

力 や 態 度 を育 成 で きる と考 え る。

(2>主 題 と領 域 の関 連

現 状 と問 題 点 を解 決 して い くた め に は、授 業形 態 を 工 夫 し、 適 切 な評 価 場 面 を設 定 す る

と と もに、 教 材 を精 選 す る必 要 が あ る。 ま た、 生 徒 一 人 一 人 が 主 体 的 に 音楽 と関 わ り、 音

楽 の表 現 の豊 か さや美 しさを 感 じ取 れ る よ うに指 導 をL夫 す る必 要 が あ る。 この こ とに よ

り、 生 徒 の感 性 を 育 て 、 自 ら学 び、 考 え、 判 断 で き る力 を伸 ば し、 最 終 的 に 「生 き る力 」

を育 成 す る こ と にっ な が るの で は な い か と考 え る。

まず 、 授 業 の 前 に 生 徒 に本 時 の ね らい を明 確 に す る こ とが必 要 で あ る。 ま た、 生 徒 が 音

楽 か ら受 け た イ メ ー ジを 具 体 的 に表 現 す るノ∫法 を指 導 す る必 要 が あ るた め 、 毎 授 業 ごと に

短 い時 間 を 鑑 賞 指 導 に あ て、 楽 曲 の一 部 また は全 曲 を通 して聴 き、 感 じた こ と を い ろ い ろ

な 言葉 で 表 現 した り発 表 す る習 慣 をっ け る こ と も大 事 で あ る。 こ う した指 導 を継 続 して行

う こと に よ り、 自分 の感 じ方 と他 の生 徒 の感 じ方 の違 いや 共通 点 に気 づ き、 書 い た り発 表

す るた め の語 彙 を豊 か に す る こ とが で き る と考 え る。 そ して 、 音 楽 の豊 か な表 現 を感 じ取

る力 を伸 ば す こ とにっ な が る と考 え る。

1年 時 よ り、 この よ うに 「聴 き方 の 指 導 」 「感 じた こ とを 表 現 す る方 法 の指 導 」 を 行 っ

て い く こ とに よ り、色 々 な 種 類 の 音 楽 に触 れ る ことが で き る。 ま た 、感 情 を 表現 す る方 法

もよ リ ス ムー ズに な り、 更 に音 楽 の 多 様 な美 しさ を感 じ取 る こ とが で き る と思 わ れ る。 そ

して 、表 現 の 領域 と関連 させ た内 容 の指 導 を工 夫 す る こ とに よ り、 よ り充 実 した 鑑 賞 指 導

に な る もの と考 え る。

本 事例 で は、 教 師 は生 徒 の感 性 を引 き出 す よ うに常 に心 が け る必 要 が あ る。 そ のた め に、

選 曲 の 工夫 は もち ろん 、 生 徒 が 自分 の気 持 ち と音 楽 との 関 わ り、 日常 生 活 と 音楽 と の関 わ

りを素 直 に 表現 し、 楽 しむ こ とが で き るよ う、授 業 が 単 な る知 識 の 伝 達 に な らな い よ う配

慮 す る こ とが 必 要 で あ る。
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指導事例 題材名 「モルダ ウ(ブ ル タバ)」(第 一学年)

1題 材 設 定 理 由

標 題 音楽 は、 標 題 を 手 が か りと して 、 楽 曲 に描 か れ て い る内 容 を 具 体 的 に想 像 す る ことが

で き、 音 楽 に よ る表 現 の 多 様 さや 美 しさ を感 じと らせ る の に適 して い る。 「モ ル ダ ゥ」 の 内

容 は物 語 性 が 強 く、 管 弦 楽 の多 彩 な表 現 方 法 が 用 い られ て お り、 中 学 生 に も わ か りや す く、

想 像 力 豊 か に鑑 賞 し、 豊 か な感 性 を育 て て い くの に適 して い る楽 曲 で あ る。 ま た 、 「モ ル ダ

ウ」 の主 題 の旋 律 は大 変 印 象 的 で あ り、 主題 の反 復 と場 面 の変 化 も と らえ や す い。

EI常 行 って い る聴 き方 の指 導 の上 か ら も、 「内容 を 知 らず に聴 く」 「内容 や標 題 を知 って聴

く」 な どの変 化 も考 え られ 、場 面 ご とに生 徒 一 人 一 人 が想 像 した こ とや、 楽 曲 か ら受 けた イ

メ ー ジを表 現 す る こ とに も適 して い る と考 え、 本 題 材 を設 定 した。

2指 導 目標

(1)管 弦 楽 に よ る表 現 の 豊 か さ、 多 様 さを 感 じと らせ る。

(2)標 題 と音 楽 と のか か わ りにつ いて 考 え させ る。

(3)楽 曲 と楽 曲 の生 まれ た背 景 、 作 曲 者 につ いて 理 解 させ る。

3教 材

モ ル ダ ウ(ブ ル タバ)連 作 交 響 詩 「我 が祖 国 」 か ら ス メ タナ作 曲

4指 導 計 画(2時 間 扱 い)

第1次(1時 間)本 時

・標 題 音楽 に つ い て お お よ そ の理 解 を させ る。

・標題 と音楽 との 関連 に気 付 か せ る。

・標 題 に よ る表 現 の 変 化 に気 付 か せ る。

第2次(]時 間)

・管 弦 楽 の 楽 器 の音 色 と その 組 み 合 わ せ に よ る表 現 と効 果 を感 じと らせ る。

・楽 曲 の作 られ た時 代 背 景 と作 曲 者 につ いて 理 解 させ る。

5評 価 計 画(第1次)

剛 評価項目 瞬 副 ∴竃 ∴

1鑑賞の能力L標 題音楽の内容の聴取

iL標 謙 の特徴囎 翠1

15・ 標 題 とc7.E3楽と の か か わ り の 感 得 旨

一 一一一一_L-一 一一 … 一一 一一一 一一一 一

一一16一

心 ・意欲 ・ ・楽曲か ら受 けるイメー ジの感得 記 述 法 学 習プ リン ト

態 度1・ 標題 と音楽 とのかかわ りの聴取 観 察 法 「モル ダウ」 の 「源流」「農民 の婚 礼」

iIl潔 欝
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6学 習 指 導 の 展 開

(11第1次 の 目標

・この 楽 曲 に は標 題 が っ い て い る こ と、 標題 の 内 容 につ いて 理 解 させ る。

・物 語 や情 景 との か か わ りに注 意 しな が ら、想 像 豊 か に聴 か せ る。

(2)展 開

「 指導内容 一 一「 一 一 学習活動 「 『}旨 導上の臆 点
一 一一 ～ 『 『 一 『 一 一 一 『一 一 一一十一一 一 一 一

1楽 曲か ら受けるイメー 一 「はげ山の一夜」 の一部分を聴 き、 ・楽曲 の雰囲気、 内容の感 じ取 りやすi

Iジ の観 感 じたイメージと・なぜそのよう・・ い部分を抽出する・
【 感 じ た か を 記 録 し

、 発 表 す る。[

!1・ 自 由 に 想 像 さ せ る。l

I,L感 じた_ジ を胤 やすく矧
1 よ うに

、選択肢 を用意す る。 なぜそ

il・ 憾 じたかにつ いて は じ。くり考え …

させる。
l

i評 価の観点 ○初めて聴 く楽曲に興味を持って聴こうとしていたか。
iI

O自 分 な りのイ メー ジを思 い浮かべ よ うと していたか。
1

標題音楽にっいて1.蜘 音楽について躁解する..r細 、あ液 」の内容と、標題音

ii楽 につ いて簡 単 に説明す る。i

巨 モルダ・」の主題1・ 「モルダ・」の主題を聴 き・樋 の ト 「モルダ・」の懲 ついての引

{の 鑑賞 、 旋勧 表現 してい るものにつ いて既 と りあげ る。

解す る。

111'雌 雅1、雲 灘 ぎ鴛11
il

l場面ごと囎 ド 「醗 脚 婚礼」胱 の場 備 景や内容の想像しやすい場面を抽 ・

「 面を聴き、それぞれの部分か ら感 じ 出 して聴かせる。1

1… 各;1一 ジとそ囎 について話し;1
i................................... ......................................_J

評価の観点 ○標題音楽にっいて、おおよその理解がで きたか。1

0主 題の表現 しているものヵ理 解できたか。

○曲から受けたイメージを表現することができたか。

標題 と音楽 とのかカ㌔ ・ 「モルダウ」各場面の標題を知るQl

iわ りi
・話 し合 いか ら、それぞれの部分 と標'・ 前[flの 「源流一「農民 の婚礼」「月光」`

1題 と㈱ つける・1蜘 ・ついて扱う・l
i・i

●樋 とその情羅 想 像 しなが ら軸1
、蝪 面 の うつ りかわ りとそれぞれの場

1を 鑑賞 す る。1面 の標題 を示 しなが ら聴 かせ る。1
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J

評価 の観点 ○各場面 と標題 を結 びっ けることがで きたか。

○楽 曲 に描 かれてい る情 景を、標題を手がか りとして想像 しなが ら聴 こうとし

てい たか。
.三二三二二二二三二⊥⊥二二二1二

.

7ま とめ

鑑 賞 は 主観 的 な面 が強 く、 教 師 が 生 徒 を客 観 的 に、 正 しい とか正 し くな い とか判 断 しに くい

面 を 持 って い る。 同 じ音 楽 を聴 い て も、 一 人 一 人 の感 じ方 が違 うの が 当然 で教 師 は、 生徒 の 感

じ方 の 違 い を認 め て い く こ とが大 切 で あ る。

ま た、 生 徒 の音 楽 的 な好 み は、 これ ま で の音 楽 歴 や 小学 校 で の 音 楽 教 育 に よ る と こが 大 き い

の で、 生 徒 の 音楽 の 嗜好 に っ い て調 査 し把 握 して お くこ と も鑑賞 指 導 を工 夫 す る に 当 た って 、

必 要 で あ る と考 え る。

例 え ば 、

好 きな 音 楽 につ いて

1日 、 どの 位 音 楽 を 聴

いて い るか 。 等

ま た、 小 学 校 で の音 楽

経 験 や 音 楽 の諸 能 力 を

把 握 す る例 と して、

小 学 校 で は音 楽 の 時 間

どん な音 楽 を鑑 賞 した

か。 等

聴 か せ方 の工 夫 に っ い

て

短 い 時 間集 中 させ る こ

とか ら始 め る。

聴 か せ る ポ イ ン トを 明

確 にす る。

創 造 させ る際 、 ヒ ン ト

と な る よ うな発 間 を 工

夫 す る。

楽 器 や 音色 の特 徴 や 効

果 を聴 き取 らせ る。

演 奏 形 態 や音 楽 の 構 成

を知 る。

作 曲 家 の生 き方 や 作 品

の時 代 背 景 に つ い て 理

解 す る。

昇 音衆 鑑 紫記 錬

一
Lレ噛"レ ぐ

一
co噛rレ9べ♪tli・ ・

伽 つち う胤 助

玉康作 交♪撃玄奇 「載 ゲ祖 固」ザ与 ._虹_作 曲

◇ 樗、題を潔トじ1レ ・・

風 景.携 参 人物,;ビ 堕毛 刺 ス汚 でレ

煮嫁 巧う ち 衆,,

・鑑 蛍 ①3つ の場 面 【・つ・・て 凝 聴 ・・て ・[静 婦 搬 胚て・る

秘C;t)f碍 曜 レてみ3し ・う.

場面 曲2・ う蔓1アr=イ メーシーr考∈し{玖レ「=凋レの(こ こ)

U)
伽 ロ彰 叫 匂 軌 琉 れ。

、ト伽 沖 リ1・いう9

(z)
朝 の風 県。 肋 帥 ・で1の山 ハ,

伽 仰 匂 蹄 る5惨 感 じ1。

(3)
森 の ピ罵 ん輿 に 入・ていう.

◇イ陣 者 ヒ業脚の 勤 揖=貨 昇 に フいて

軸 煮(れ 掴)一

・網 パf・こヒ,L°〉ヱ・・ろこと.

②3つ の場 面 ヒ祷 題 臣 結 ひ層クワて牌 レ う。

<得 題>

1　麟 翫
.聖 ヨ'・浄の鮎 蕨で奉 しi-・'Azhげ る

,CYn7ラ 団 戯 仰 ご層夏・id`him-NL.ろ

銭 蛍② 冷吻 芝血 ・て賄 、・て

手.づ 鰍 、緬 ろづ影曲匁 。 ヂラハで「吻 ノヒ

4軸 か 瓢 謬 体 櫓 鴨 中.'lplD'6LL・ て紳 く

託 当θ馳 ケ,つ.a独 立峨 国㌻ で・3節 乖 ・

・友r・一肋 発表 や難 の鮎 つり分凸f・ こと・
'

峨 び・祖 国 、嚇 ・コの 麟 や イ嶽 ・逃 イ・、た6幽

交響`奇 でλら η礼うo「モ」レゲウ,IF2曲 目o

・他 国 。如Cl・ 港 応 祖 回 へ魂 ・ち.賛1・ しrニ

。国R粂 如 柞 曲叡.「 七1しずウ歪 ウ、脇,闘 たa'#r-.z,

耳 個1頂 ・;久rら(恥 τ しaつていr_。

莇 面 尭 の 蛮化 樹 よく帥 、・て5巾 、・た ・

川 帆 何 ウ、bっていちあうY_IIった 。

盛 りあ御 所 帆 あ・τ'か ・π ・

単仙 内各 を6・魑7て

0

0

ε1レ砂 妊 黙[・ 晒 一か.13.T=A'.④3

主題 ・駄 ・cる抑 仰 ・分僧 詳・r・〃・・ ハ@C

場猷 ヒド 偲伽 忙 酵 ・τ・φ・ ④ βc'

稽 題 蘇 に・・て 伽 曾 ・帥 ・・ ハ ◎c
I

lO緬 贈 で・哺 鞄=7"て ④ ・

[
・穎 極 的に鯛(「 ・う 浸拠 聞 ・・r・りA⑤ し

てこiしr=ザ ・

ヒ
1た 。一ら… 場 面 こ'・の楓1駈 穿 く ゴ5r・ チうτ範

)譜1・ 」い1い うビ 樋zテ モrむ}・

一J

一18



4歌 唱

(1>現 状 と問 題 点

歌 唱 の 領域 にお け る現 状 と問 題 点 は以 下 の とお りで あ る。

・男 女 の 人 数 の バ ラ ン スが 偏 って い る こ とに よ り、 混 声合 唱 の形 態 を工 夫 す る必 要が あ る。

・2年 生 の授 業 は3年 生 と同 様 に、 時 間 数 の実 質 的 な減 少 で継 続 的 な学 習 が 難 しい。 この

た め 、 効 率 的 に合 唱 曲 を 仕 上 げ る こ とを優 先 しが ちで指 導 内容 が深 ま らな い。

・生 徒 が 課 題 意 識 を持 って 学 習 活 動 に取 り組 む機 会 が少 な い
。 そ の結 果 、 受 身 的 に な りが

ちで 、 達 成 感 、 満 足 感 な どが 十 分 得 に くい。

・詩 や 曲 の 内 容 の 分 析 な どを 通 して、 表 現 を深 め る指 導 が 不 足 して い る。

・学 習 の 過 程 で 録 音 を活 用 す る機 会 が少 な い。 そ の た め生 徒 が 課 題 意 識 を 持 って学 習 に取

り組 ん だ 場 合 で も、 結 果 を十 分 フ ィー ドバ ッ クで きて いな い。

12)主 題 と領 域 との 関 連

ア 「考 え る力 」 の必 要 性

教 師 に はそ れ ぞ れ 授 業 に対 す る理 想 とす る イ メー ジが あ り、 そ の イ メ ～ ジに生 徒 を あ て

はめ る傾 向 が 強 い。 ま た、 生 徒 に十 分 考 え させ る間 もな く、 教 師 が 課 題 点 を指 摘 した り、

解 決 の 具 体 的 方 法 を指 示 す る傾 向 が あ る。 そ の結 果 、 合 唱 の 授 業 は教 師 主 導 の傾 向 が 依 然

強 く、 生 徒 一 人 一一一人 の考 え る力 を生 か し きれ て い な い の で は な いか と い う問 題 点 が 明確 に

な っ た。 ま た、 毎 日 の授 業 の中 で は時 間 的制 約 を無 視 す る訳 に は いか ず 、 あ る程 度 の 仕 上

が りで 次 に進 ま ざ る を得 な い こ と も多 い。 しか し、生 徒 に よ り豊 か な合 唱 体 験 を させ た い

との 願 いか ら、 授 業 で は、 合 唱 曲 を仕 ヒげ る こ とを 主 た る 目標 とす る の で は な く、 生 徒 の

r考 え る力 」 を育 て る必 要 が あ る と考 え る
。 本 事例 で は生 徒 一 入 一 入 に 考 え さ せ る授 業 を

念 頭 にお いて 検 討 を進 め た。

毎 日の 授 業 で は、 適 切 な課 題 を投 げ か け る と共 に 、生 徒 の 「なぜ だ ろ う」 とい う意 識 を

1一寧 に汲 み あ げ る こ とが 必 要 と 考 え る。 例 え ば 、 発 声 指 導 の 際 、 教 師 が蓋 恥 心 の あ る年 頃

の 生 徒 に 「flを 大 き く開 け な さ い1と … 方 的 に指 示 を して も、 それ は生 徒 に と って 単 な る

強 制 と と らえ が ちで あ る。 「ど う した ら豊 か な響 きの声 が 出 せ るか 」 と い う こ と を生 徒 一

人 一 人 に考 え させ た り、 効 果 的 に模 範(教 師 の 声 、 視 聴覚 ソフ ト、 上 級 生 の録 音 等)を 聴

か せ る こ とで 、 「あ ん な声 を 出 して み た い」 と い う向上 心 を 育 て 、 生 徒 自身 が 豊 か な 響 き

の 声 を 求 め る欲 求 を持 っ よ うに指 導 を工 夫 す る必 要 が あ る。

課 題 は歌 唱 の 授 業 の あ らゆ る場 面 に お い て 、設 定 す る こ とが 可 能 で あ る。 学 習 の過 程 に

お いて 生 徒 一 人 一一人 に課 題意 識 を持 た せ考 え させ る こ と に よ って、 個 々 の 生 徒 の 疑 悶 や 悩

み に的 確 に答 え る き め の細 か い評 価 をす る こ とに よ り、達 成 感 、 満 足 感 の あ る合 唱 を 作 り

ヒげ る こ とが で き る と考 え る。
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イ 指 導 の実 際

合 唱 の授 業 の流 れ を通 して どの よ うな 授 業 の 可能 性 が あ る か、 各場 面 ごとに考 えて み た。

① 声 の 出 し方

声 の 出 し方 にっ いて 、 中 学 生 の発 達 段 階 で は変 声 に対 す る配 慮 か ら、 理論 的 に無 理 の

な い指 導 が 必 要 で あ る。 「まず 大 き い声 を 出 しな さ い!」 と い う指 導 が 効 果 を あ げ る場

合 もあ る が、 よ り きめ細 か く生 徒 の実 態 に合 わ せ た 指導 の 必 要 が あ る。 しか し、 発 声 法

にっ い て指 導 して も、 生 徒 一 人 一 人 が課 題 意 識 を 持 って学 習 しな けれ ば ト分 な効 果 が 期

待 で きな い。 生 徒 一 人一 人 の声 の悩 み を て いね い に汲 み 上 げ る た め に は、 学 習 カー ドを

利 用 して記 入 させ る こ とが効 果 的 で あ る。 この カ ー ドを基 に個 人 的 に ア ドバ イ スす る こ

とに よ り、一 斉 指 導 の問 題 点 を あ る程 度 改 善 す る こ とが で き るの で は な い か と考 え る。

② パ ー ト練 習

パ ー ト練 習 で は、 練 習 計 画 の段 階 か ら生 徒 に考 え させ る必 要 が あ る。 そ の 際 、 パ ー ト

リー ダ ー の果 たす 役 割 が大 きい が、 練 習 に入 る前 の全 体 に対 す る説 明 は教 師 が 行 う。 次

の こと を具 体 的 かっ 、 分 か りや す く説 明 す る。

・練 習 はパ ー ト リー ダー を 中心 に 自 主的 に行 う。

・お互 い に工 夫 し合 い、 十分 に 練 習 す る こ と。

・次 の練 習 課 題 を常 に考 え る こ と。

パ ー トご と に取 り組 み 方 に違 いが あ るが 、 本 事 例 で は生 徒 に課 題 意識 を も って 工 夫 さ

せ る こ とを 重 視 した。 以 下は その 実 践 例 で あ る。

初期の段階

中期の段階

後期の段階

生 徒 の 課 題 意 識
一

・分 か らない音 を伴奏 者に ピアノで弾 いて も らう。

・先生 に弾 いて もらう。

・響 きの良 い場所 で歌 い たい。

・他 のパー トの音取 りテープを聴 きなが ら歌 いたい。

・伴 奏 テ ー プ で 歌 い た い 。

・無 伴 奏 で 歌 い た い 。

・メ トロ ノ ー ム を 使 い た い 。

・他 の パ ー トと 練 習 し た い 。

・録 音 して 聴 い て み た い 。

・響 きのない所で歌 いたい。

・範唱CDを 聴 いてL手 な演奏 の工 夫を考え たい。

・パ ー トごとに連絡 を とって合 唱を したい。

灘 難 轍眺 一
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指導事例 題材名 「課題 意識を もって考え させ ることによって、

心を豊か にする合 唱を 目指す」(第 二学年)

1題 材 設 定 の 理 由

歌 唱 を通 して 、 豊 か な感 性 を培 う こ と は、 音 楽 の 授 業 の 基 本 で あ る。合唱 は豊 か な心 を育 て、

豊 か な音 楽 観 を身 に付 け さ せ、 音 楽 的諸 能 力 を 伸 ばす た め の重 要 性 を 担 って い る。 しか し一 斉

授 業 が 中心 で あ る こ とが多 く、 生 徒 一 人一 人 の個 性 や 能 力 を十 分 に発揮 させて きたで あろ うか、

ま た、 考 え させ る場 面 が 少 な か った の で はな いか と思 う。 そ こで 本 事 例 で は、 自分 の 声 につ い

て 知 る こ と と音 楽 の表 現 を工 夫 させ る こ と に重 点 を置 い た。

2指 導 目標

(1>生 徒 一 人 一 人 が、 自分 の声 にっ いて の 課 題 を見 付 け る。

(2)パ ー ト練 習 を 自主 的 に行 う こ とが で き る。

(3)イ メ ー ジを も って、 曲 に ふ さわ しい 表 現 を工 夫 させ る。

(4)演 奏 す る楽 し さ、 表 現 す る喜 び、感 動 を味 わ わ せ る。

3教 材

混 声 三部 合 唱 「春 に」 谷 川 俊 太 郎 作 詞 木 下 牧 子 作 曲

・2年 生 と して表 現 力 を高 め る上 で適 当 で あ る。

・表 現 す る上 で イ メー ジを持 ちや す い。

・中学 生 の心 情 に合 って い て意 欲 的 に取 り組 め る。

・詩 の 内容 、 言葉 を意 識 して歌 わ せ る指 導 が しや す い。

4指 導 計 画(8時 間扱 い)

第1次(1時 問)

・CDを 聴 き曲 の感 じを っ か む。 ・各 自 が この曲 で の課 題 を考 え る。

・歌 詞 を読 む。 ・最 初 の4小 節 を歌 う。

第2次(4時 間)本 時

・各 パ ー トご とに練 習 計 画 を立 て る。 ・パ ー ト練 習 の仕 方 を工 夫 す る。

・全 パ ー トで合 わ せ て合 唱 す る。

第3次(3時 問)

・歌 詞 の み の プ リン トを 配布 して ・ま と めの 合 唱 をす る。

記 号 等 を 記入 す る。

・記 号、 標 語 な ど の確 認 を す る。 ・録 音 を と り、 課 題 を見 付 け る。

5評 価 計 画

・各 自 この 曲 で の発 声 の課 題 を 見付 け る こ とが で き た か。

・パ ー ト練 習 の計 画 を きち ん と立 て た か。

・パ ー トごと に 協力 して 自主 的 に練 習 で き たか 。

・曲 にふ さ わ しい表 現 を す る よ うに 考 え て 演 奏 したか 。

・各 自、 各 パ ー トの課 題 を解 決 で きた か。
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6学 習 の 展 開

(1)第2次 の 目標

① 各 パ ー トに あ ったパ ー ト練 習 を考 え、 協 力 してパ ー ト練 習 を行 う こ とが で き る。

② リズ ム や 音程 を 正確 に と り、 三部 合 唱 をす る こ とが で きる。

(2)学 習 活 動 の展 開

既 抽 によ

[る 導入

i

1

前時の復習

鱒一 コ=
既習 曲、 また は発声 ドリルによる導入。

指導 上の留意点

初 めの4小 節を合唱す る。

本 時の練習1本 時、練 習す る部分(～25小 節)と 、 その

部分 の到達 目標を(各 パー トが正 しく音程

が とれ るようにす る。 協力 してパ ー ト練 習

をす る)を 説明す る。

パ ー ト練習方法の確認。 前時 より変更があ

1れ ば、変更す る。

1パ ー トごとに練習方法カー ドを黒板 に貼る。

1[練 習 カー ド]

パ ー ト練習

　

1パ ー ト ご と

1の 発表

① テープで練習

② ピァノ等 の鍵盤楽器で練習

③ 歌 える人 につ いて歌 う

④ 先生 におまかせ

歌詞 カー ドをあ らか じめ3パ ー ト分黒板 に

貼 って お き、 それを各パ ー トに配 る。

各パ ー トごとに自分 たちの決 めた練習方法

で練習 を進 める。

音取 りが達成 され た部分 の歌詞 カー ドを元

の場所 にパ ー トリー ダーが貼 る。

iパ ー トごとに歌 って みて漣 成度 を確認すiる
・

1自 己評価 を見直す。
i

・姿勢、 口のあけ方、声 の出 し方に注意

るよ う指示 す る。

・一番歌 え る曲を歌 わせ る。

・歌 う雰 囲気 を作 るよ うにす る。

・音程 が不安 なパー トの手 助 けをす る。

調

・みんなが到達 で きる目標を設定す る。

・自分た ちにあ ったパ ー ト練習方法 を選択

で きるよ う助 言す る。

・歌詞 カー ドの使 い方 につ いて説明 す る。

・パ ー トリー ダーを中心 に、 みんなで協力

して練習 させ る。

・ど うして もわか らない場合 は手助 けをす

る。

・正 しく自己評価 させ る。

・歌え る部分 と歌 えない部分 を はっきり認

識 させ る。気付か ない ことは指摘 した り

助言す る。
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パ ー ト練習

三部合唱

評 価

塑

もう一度パ ー トごとに分 かれて、達成 でき

て いな い部分 の反復練習及 び練習方法 の見

直 しをす る。

歌詞 カー ドを黒板 に貼 り直す。

三部合唱 に挑戦 してみ る。

録 音を して聴 く。

各 パー トリー ダーがパ ー トの 自己評価をす

る。

パー ト練 習チ ェ ックカー ドに記入。

次の授業 の予告 をす る。

・自分 たちの良 い点、悪い点を認識させる。

(姿勢、 口のあけ方、音程、 リズム)

・良か った点、改善点を確認す る。

f

7ま とめ

この よ うに生 徒 は い ろ い ろ と考 え 、 工 夫 して パ ー ト練 習 を行 った。 た だ し、 生 徒 の工 夫 だ け

で は、練 習成 果 を1二 げ る に は限 界 が あ り、 行 き詰 ま って しま う傾 向が あ る。 よ り効 果 的 に パ ー

ト練 習 を 行 うため に は、 教 師 が 常 に生 徒 の状 況 と、 一 人 一 人 の ど こが どの よ うに改 善 され た か

を 把握 し、丁 寧 に評 価 す る こ と で指 導 法 の改 善 を さ らに押 し進 め る必 要 が あ る。

困 って い ませ ん か?声 の 出 し方1隼 組 氏告

あなたの騒み

'

r'▼ ▽ ▽,,響7

息の騒 い方 ・ロの開け方 ・立つ姿 勢 ・ひっ くり返 る ・かinb・ 喉 が痛 い
.レ曾 ▼ 層,

長 く歌えない ・溺い戸 を出 したいが 出ない ・低い声 を出 したいが出 ない
◆ ● 噂

恥ずか しい ・笑っち ゃう 。場所 をかえたい ・1時 問 目は四子力「出 ない

曾蒙窪たは項目 をoで 團 む●

豪先生からのア ドバイス

自分の声の音域 を調べよう
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IV研 究 のま とめ と今後 の課題

書 研 究 の ま とめ

今年 度 の 音 楽部 会 で は、 第15期 申 央教 育 審 議 会 の 第 一一次 答 申 を受 け、 研 究 主 題 を 設 定 した。

ま た、 歌 唱 、 器楽 、 鑑 賞 、 創作 の領 域 ご とに研 究 を進 め た。

【器楽 領 域 】

ア ル ト リコー ダー が 申心 とな る傾 向が あ った授 業 を再 考 し、 で き るだ け 多 種 多 様 な 楽 器 を瀦

え て グル ー プ ア ンサ ン ブル させ る こ とに 重点 を 置 い た。 特 に広 く諸 外 国 の民 族 音楽 に親 しませ

る た め に、 ラテ ン音楽 を取 り扱 った。 ラテ ン音 楽 は理 論 に と らわ れ る こ とが比 較的 少 な く、 教

師 が 工夫次 第 で、 生 徒 一一'人… 人 の 自 由 な発 想 や 一T¥をか な り引 き出 す こ と が で き る と 考 え た。

実 施 した結 果 、 これ まで 以 上 に積 極 的 に ア ンサ ンブ ル に取 り組 む姿 勢 が み られ た。 様 々 な ラ

テ ンパ ー カ ッ シ ョ ンに対 す る生 徒 の興 味 関心 が 強 く、 今 後 教 材 の開 発 が 期 待 で きる。

【創 作 領 域 】

生 徒 の興 味 をで き るだ け引 き出 す た め に、 リズ ム創 作 を 中 心 に研 究 を 進 め た。 リズム パ ター

ンを 創 作 し、 表 現 して聴 きあ う こ とで 、 友達 との 感 じ方 の 違 い に気 づ き、 自分 の感 じ方 や 個性

にっ いて も考 え させ る こ とが で き る と思 わ れ る。 今 後 他 の 領 域 と いか に関 連 づ け るか が 課 題 で

あ る。

【鑑 賞 領域 】

鑑 賞 指導 によ り豊 か な感 性 を 育 て て い くに は、 まず 、毎 日の授 業 の 中 で 目的 を もって 、 感 覚

や 意 識 を 集 中 して聴 く必 要 が あ る。 指 導 を]1夫 す る こ とで 、 う ま く習 慣 化 で き るの で は な いか

と考 え た。 そ の た め、 毎 日5分 程 度 の鑑 賞 を実 施 し、 で き るだ け 多 くの 音楽 に触 れ させ た い と

考 え た。 また、 音楽 に つ い て記 録 した り、 発 表 した りす る こ と も 重視 した。 本 事例 の モ ル ダウ

に っ い て は、 最 初 内容 にっ いて 説 明 しな いで 、 で き るだ け生 徒 の 自 由 な想 像 力 を 引 き出 す ■夫

を した。 今後 は表 現 領 域 といか に関 連 させ な が ら鑑 賞 を お こな うか が課 題 で あ る。

【歌 唱 領 域 】

歌 唱 の領 域 で は、 合 唱 の授 業 を通 して 、 ど うす れ ば生 徒 一 人 … 人 が 自分 に あ った課 題 を 見 っ

け、 学 習 に取 り組 んで い け るか を検 討 した。 そ こで 、 生 徒 一 人 一・人 に音 域 チ ェ ッ ク カー ド等 を

活 用 さ せ る こと に よ って 、 自分 の音 域 や 発 声 ヒの課 題 を意 識 で きる よ う指導 をL夫 した。 また、

パ ー ト練 習 で は、 「一 人一 人 が主 体 的 に練 習 で きた か」 「友 達 と協 力 で き たか 」 な ど に っ い て学

習 カ ー ドを活 用 して 、 自 己評 価 させ る こ とに よ り、 合 唱 す る こ と に よ り深 く、 一 人 一人 の意 識

を深 あ る こ とを 目指 した。 結 果 と して 、教 師 の さ ま ざ まな']二夫 に よ って 、 生 徒 の考 え る 力 を伸

ば す こ とが で きた 。 しか し、 普 段 の授 業 で は、授 業 時 数 等 の 関 係 で 、 ど う して も合 唱 を仕 .ヒげ

る こ と を優 先 しが ちで あ る。 今後 さ らに 検 討 を 加 え て い く必 要 が あ る。

2今 後 の 課 題

中 学 校 にお け る 音楽 教 育 は 集 団 に よ る表 現 を 中心 に行 わ れ る こ とが 多 いが 、 今 後 、 一 人 一・人

の 個 性 や 感 じ方 を いか に伸 ば す か、 工夫 す る こ とが 中学 校 にお け る音 楽教 育 で求 め られ る。 こ

う して 、 表 現 も さ ら に深 化 し充実 し、 生 徒 の生 涯 を通 じて の財 産 とな る もの と考 え る。
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